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教員名
尾川 満宏

専⾨
教育社会学

出⾝校等
広島⼤学⼤学院教育学研究科博⼠課程後期 修了 博⼠（教
育学）

現職
広島⼤学⼤学院 ⼈間社会科学研究科 准教授

授業形態

前期印刷授業・後期印刷授業

授業範囲

教科書および学習⽤プリントのすべて

試験範囲

授業範囲すべて

【試験時参照許可物】

⼀切⾃由 ※ただしWebページ（通信教育部POLITEを除く）
と⽣成系AIの参照は不可とする。

科⽬の概要

本講義では、〈⼦ども〉という存在や、⼦どもと社会、⼦どもの⽂化をめぐる私たちの認識や語り⽅を、さまざまな題材を

通して徹底的に問い直す。この作業を通じて、教育をめぐる社会問題や⽂化事象を社会学的な視点から考察し、教師あるい

は⼤⼈として、⼦どもや教育にどのように携わることが可能かについて検討する。

授業における学修の到達⽬標

受講⽣諸⽒が、⾃⾝の⼦ども観や教育観、学校観を問い直し、現代社会における⼦どもの育ちや⽣活をどのようにとら

え、⽀援していこうとするのかについて論じられるようになることを⽬標とする。とくに、学校内外の様々な事象や社会問

題を題材として学校・⼦ども・社会の関係性についての理解を深めるとともに、学校と家庭・地域との関係再編や学校内

外での「⼦どもの安⼼安全」を保障するために必要な視点・取組について、授業内容から発展的に検討できるようになる

ことを⽬指す。

講義の⽅針・計画

第1回 オリエンテーション：本講義での学び⽅
第2回 社会変容のなかの⼦ども１：「創造物としての⼦ども」「⼦ども社会研究における⼦ども観」
第3回 社会変容のなかの⼦ども２：「『⼤⼈になる』とはどういうことか？」
第4回 教育の理念、制度とその課題１：「⼦どもの貧困と教育機会」
第5回 教育の理念、制度とその課題２：「教室の中の⼦どもたち」
第6回 教育の理念、制度とその課題３：「学⼒の社会学」
第7回 教育の理念、制度とその課題４：「受験競争からみる⼦ども社会」
第8回 教育の理念、制度とその課題５：「『学校化』する⼤学と『⽣徒化』する学⽣」
第9回 ⼦ども・学校の安⼼安全１：「⽇本の近代化と悪戯っ⼦たち」
第10回 ⼦ども・学校・地域等１：「ピーターパンのエクリチュール」
第11回 ⼦ども・学校・地域等２：「ポスト⼼理主義時代の『⼦ども』の多元的解放」
第12回 ⼦ども・学校の安⼼安全２「ラベリングといじめ」

教育社会学



講義の⽅針・計画

第13回 学校・⼦どもをめぐる現代的諸問題１「『学校の怪談』と⼦ども⽂化」
第14回 学校・⼦どもをめぐる現代的諸問題２：「特撮ヒーロー番組に描かれるジェンダー」
第15回 まとめ：学校と⼦どもの世界を読み解く

準備学習

印刷授業は、教科書や学習⽤プリントなどを基に⾃学⾃習で学習を進めますが、授業範囲の内容の他に、教科書の内容全

体を2単位で90時間かけて学習することを⽬安としています。
わからない⽤語や内容は、参考⽂献等で検索することが準備学習として必要になります。

課題(試験やレポート等)に対するフィードバック⽅法

印刷授業は、提出されたレポートについて講評を付与して返却する。

成績評価の⽅法およびその基準

科⽬試験による評価100％

教科書

書 名：『⼊⾨・⼦ども社会学―⼦どもと社会・⼦どもと⽂化―』 （初版）
著者名：南本⻑穂・⼭⽥浩之編著

発⾏所：ミネルヴァ書房（2015年）
ISBN：9784623071500

参考書

なし

その他

なし

試験期間

シラバス検索画⾯トップページ（https://syllabus-tsushin.do-johodai.ac.jp/）下部の「2025学年暦」を参照

学習プリント

あり

教職科⽬

情報５の１（選択必修）、商業５の１（選択必修）、⾼校数学５の１（選択必修）、中学数学５の１（選択必修）

関連受講科⽬

「教育制度論」、「進路指導」、「⽣徒指導」、「特別活動論」

担当教員の実務経験

実務経験なし


